
ライフイノベーション（食料革新）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Food Innovation)

博士後期ライフイノベーションセミナー，
博士後期インターンシップ，ライフイノベ
ーション博士研究，博士論文作成

博士後期インターンシップ，ライフイノベ
ーション博士研究，達成度評価，博士
論文作成

博士後期ライフイノベーションセミナー，
ライフイノベーション博士研究

博士後期インターンシップ，ライフイノベ
ーション博士研究

博士後期ライフイノベーションセミナー，
ライフイノベーション博士研究，学術論
文発表

人を対象とした研究： 基盤編，博士後
期ライフイノベーションセミナー，博士後
期インターンシップ，博士論文作成，セ
ミナーへの参加，学術論文発表

ライフイノベーション博士研究，博士論
文作成，セミナーへの参加，学術論文
発表

博士後期ライフイノベーションセミナー，
ライフイノベーション博士研究，達成度
評価，学術論文発表
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・ 食料革新領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，食料革新に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士研究」等により，専門知識を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 食料革新に関する最新の研究動向に把握した上で，顕在化していない課題を発見し，課題解決のために適

切な研究計画を立案・遂行する。さらに，指導教員らとの批判的な議論を通してライフイノベーション創出に

繋がる研究へと展開する。

・ 得られた研究成果は学術雑誌等で発表し，英語力を向上させ，その過程において論理展開力を身に付ける。

・ 基礎科目，大学院共通科目を受講することにより，ライフサイエンス分野に関する最新の研究動向を学ぶだけ

でなく，英語によるプレゼンテーション能力を向上させる。

・ インターンシップを行うことにより，分野外の研究者と協働して新たな知を創出する経験を通して，研究力を磨

く。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 修了予定の1年前に，指導教員と2名の副指導教員が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する

中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価 II）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 III）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・ 修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。

【学位論文が満たすべき水準】学位論文の内容が、申請者が主体的に実施し、食料革新分野の発展に貢献する、新奇かつ国

際的に高い評価を得られる研究成果であること。学位論文が、英語で論理的かつ科学的に書かれており、学位論文として適切

な形式であること。

【審査委員の体制（専門委員会の体制）】主査１名、副査３名以上で構成する専門委員会により審査を実施する。主査は、プログ

ラム研究指導担当を受けた教員とし、副査３名以上のうち、プログラム研究指導担当認定を受けた教員を２名以上含むものとする。

専門委員会４名以上のうち、学内と学外のプログラム担当教員をそれぞれ１名以上含むものとし、学内外の教員が協働して学位

審査を実施する体制を敷く。また、専門委員会４名以上のうち、プログラム担当以外の者を１名に限り含むことができる。

【審査方法及び項目等】申請者に学位論文の内容について説明を求め、それに対する専門委員会委員による質疑応答を実施

する。最終試験のうち、論文内容の発表と質疑応答を公開で行う。その際、学位論文の内容に関する発表を英語で論理的かつ

科学的に実施し、審査員の質疑に対して、最新の研究動向を含めて、食料革新分野の高度な専門的知識ならびに洞察力を持

って回答し、審査員を十分理解させることができたか審査する。
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